
討　論（抜粋）

フッピートーク2025
市議会では、市民向けの議会報告会を令和８年１月24日（土）に開催しました。

令和7年度の市議会活動報告のほか、テーマ別に参加者と市議会議員との意見交換を行いました。

～市議
会議員と袋井市の未来を語ろう～

多文化共生の在り方を考えようテーマ

市民 9人参加人数 議員 6人

▶農業、介護、建設といった分野で外国人人材が重要な役割を担っ
ており、地域の産業を支える不可欠な存在となっている。
▶市の窓口では外国語対応が進められており、ごみの分別、日本語
教育、「やさしい日本語」での案内など、生活に直結する分野で支
援が行われている。
▶日本人が海外に触れたり興味を持ったりする機会が不足している。
海外の文化や習慣などを知ることは重要だが、多国籍化していて
すべてを理解することはできない。
▶はがきや回覧板など、紙媒体も活用した「プッシュ型」の情報発信を
行い、受け身の外国人住民にも確実に情報が届くよう工夫しては。
▶日本人・海外ルーツの方を問わず、共に楽しめるイベントを開催
しては。

子育てしやすい袋井市とはテーマ

市民 9人参加人数 議員 6人

▶若い世代が多く、子育てに前向きな市民が多い。
▶「待機児童ゼロ」の次は「孤立させない仕組み」が必要ではないか。
▶子どもの居場所確保のため、学校の長期休暇に対応する、コミュ
ニティセンターや民間施設を活用した地域連携型学童保育がある
とよい。
▶放課後児童クラブへの給食導入に向けた民間との連携モデルを
検討しては。
▶支援情報の伝達手段や展開方法を検証し、情報発信を充実させ
てほしい。

自然環境を守るための持続可能な取組テーマ

市民 10人参加人数 議員 6人

▶さまざまな環境活動団体があって、いろいろな活動をしている。袋
井市は自然に配慮していると感じる。
▶自然環境の維持と開発行為は相反する。自然災害も多く発生して
おり心配である。
▶小笠山の自然を残したい。人と自然の共存が必要である。
▶子どもが自然の中でいきいきと遊べる場所が欲しい。
▶温暖化対策の達成状況と課題を見える化し、市民と共有すること
で若い世代に伝える仕組みが必要では。

市議会議員と話そう　高校生との意見交換会

　若い世代の意見を聞き、まちづくりの参考にすることや議会に関心を持ってもらうことを目的に、
市議会議員と高校生の意見交換会を行いました。グループワークで出された若者たちの思いや柔軟な
発想を今後の施策に反映できるよう、議会活動に努めてまいります。

【意見交換のテーマといただいた意見の一部】
袋井商業高等学校 1月9日開催

袋井をもっと “推せる街" にするには？
◇袋井の魅力的なところは？
・エコパやさわやかアリーナなどの体育館がある。さわやかアリー
　ナは新しくていろいろなイベントが行われている。
・住みやすく、平和である。地域の方が優しい。
◇袋井のもっとがんばりたいところは？
・中高生や若者が遊ぶ場所を増やしてほしい。
・公共交通機関、特にバスを充実させてほしい。車がないと不便。

◇袋井をもっと推せる街にするためには？
・小学校・中学校・高校を通じて袋井市の良いところを見つける探究授業を取り入れる。
・ごみ拾いの日を設けて、拾ったごみの重さでポイントがたまる仕組みをつくる。
・袋井市内のイベントを増やして、ボランティアやイベント活動に参加する。

※発言順で掲載しています。
※上記内容については、討論の対象となった議案の中から、一部を抜粋しています。

議第８号　令和８年度袋井市国民健康保険特別会計予算について

髙橋美博 議員反対
　国は「現役世代の負担軽減」を掲げながら、国民健康保険を含む全ての医療保
険料に子ども・子育て支援金を上乗せして徴収するとしたが、子育て支援を本気で
強化するのであれば国庫負担で対応すべきである。医療保険料を少子化対策に流
用すること自体、疾病や老齢などの健康リスクに備えるという公的医療保険制度の
目的から大きく逸脱していると考えることから反対する。

賛成 村松和幸 議員
　全世代型社会保障の整備の一環として、少子化対策に資する子ども・子育て支
援金制度の財源の一部を確保するため、国民健康保険などの医療保険料に支援
金を上乗せして徴収し、子どもや子育て世帯を社会全体で支えていくことで、国民
皆保険制度の持続可能性を図ることとしている。支援金の徴収が開始される一方で、
基金を有効に活用することにより、医療給付費分などの従来の保険税については引
上げなどによる被保険者の負担を強いることなく、健全な予算編成がなされている
と考えることから賛成する。

議第７号　令和８年度袋井市一般会計について

髙橋美博 議員反対
　施設などに出向いて申請補助を行い、マイナンバーカードの交付を進めるというこ
とであるが、そもそもマイナンバーカードの取得は任意であり、強要すべきではない。
高齢者については管理が難しく利用率が低い状況となっており、施設などを訪問し
ての推進は行き過ぎであり、予算の無駄遣いであると考えることから反対する。

賛成 村松和幸 議員
　本市では、窓口に来られない方のため、委託業務の範囲を広げ、自宅や入所施設、
病院へ申請の補助に伺うことも行っており、多様なカードの申請機会の創出にも幅
広く対応し、制度やその機能に対する説明、マイナンバーカードを持つことへの不安
などの質問にも親切丁寧に対応されており、マイナンバーカードに関する取組につ
いて賛成する。
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